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子 育 て 世 代 ど 真 ん 中！ 未 来 へ の 責 任 を 果 た す

　昨年はNHK大河ドラマ「どうする家康」で沸いた愛知県、岡崎城をはじ
め、戦国武将ゆかりの名所に全国各地から多くの観光客が訪れました。
「鳴くまで待とうホトトギス」で知られる徳川家康ですが、ドラマでも幾多
の苦難を耐え忍び、信頼厚い家臣団に支えられ、天下統一に至るまでの
激動の人生が放映されました。
　時は現代。少子高齢化、人手不足、物価高騰に苦しむ県民に対し「待と
う」は許されません。県政へ送り出していただいて早８カ月が経過しました
が、出自や支援背景の違う議員が集う議会は社会の縮図であると改めて
感じました。皆さんの暮らしを良くしたいと思う志、目的は共有するものの、
そこに至る手段に違いのある議員間の主義・主張の壁を乗り越え、明日に
期待や希望をもてる愛知県を実現するため、今年も全力で職責を果たす所
存です。
　本年も皆様にとって幸多き一年になりますよう、心より祈念申し上げます。

Topics １
愛知県議会１２月定例議会（１２/１～１２/２０）
総額１０４億8,419万円の補正予算を可決※

※閉会日12/20に追加補正予算の提出予定あり

予算の概要

その他議案

名古屋高速道路の整備計画の変更 
 ・ 名古屋駅へのアクセス向上や広域交通網の連携強化を図るため、
　新洲崎出入口の実施設計の総事業費の概算額及び完成予定年度の変更を行う
【概算額の変更】（現行）１兆8,070億円→（変更）1兆8,740億円（＋６７０億円）
【完成予定年度の変更】（現行）令和１０年度→（変更）令和１３年度

首都圏からの移住支援 （約3,900万円）
 ・ 東京一極集中の是正、地方の担い手不足に対処するため、
　移住支援金により首都圏からの移住支援を推進
【支給要件】東京23区内に通算して5年以上就業又は在住し、移住後
1年以内に県が運営するマッチングサイトの掲載求人に就業した者等
【支給額】世帯 ： １００万円*　単身 ： 60万円
＊18歳未満の世帯員を帯同して移住する場合は、18歳未満の者1人につき最大100万円加算（市町村ごとに加算額は異なる）

ゼロエミッション自動車の普及加速
 （約１億3,700万円）
 ・ 電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド
自動車（PHV）、燃料電池自動車（FCV）等
を導入する事業者への補助金交付

人事院勧告を踏まえた職員の
給与改定等
（約８６億2,000万円）
 ・ 常勤の一般職員の月給
1.05％引き上げ等



あべの質問（概要）

Topics 2 名古屋高速道路料金の引き下げを
提案（１２/13建設委員会）

日々全力投球！

あべの提案・要望

●１２月議会に提出された名古屋高速道路の整備計画の変更（表ペー
ジ下面参照）により、名古屋高速道路の利用料金や償還計画*に今
後どのような影響が出るのか？

＊現在の料金は、高速道路の新設、改築、維持修繕にかかった費用を2044年までに
完済することから逆算して決定。2044年以降は無料開放される予定

都心アクセス関連事業の整備については、料金の値上げでは
なく“償還満了日の延伸にて対応していく”予定としている
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11/7 建設委員会で
安威川ダム
＠大阪府を視察
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豊田市議と定例の
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12/9 フタバ産業労組の
議員座談会に
参加

12/9 豊田市
社会福祉大会に
出席

11/24 地域の方々が集う
おしゃべりサロン
で県政報告

●耐震化や老朽化への対応、資材や労務単価の
上昇など、今後も道路整備にかかる建設事業費
が計画以上に上昇することが予想される
●道路の安心安全の確保のために必要な維持管
理費用を持続的に徴収するため、償還計画を見
直し、恒久有料化に向けた検討を進めるべき
●恒久有料化は利用料金の引き下げにもつなが
り、物価高騰にあえぐ県民の家計支援、物流２０
２４問題対策にも寄与する（図参照）

注目ポイント

これまで愛知県は「建設費用や大規模修繕事業などにかかる費用は着実に償還できる見通し
になっている（２０２３/6/2９建設委員会での有料道路室長の答弁）」と主張してきたが、一転、
償還期間の延長＝無料開放の時期を２０４４年以降に引き延ばす可能性について言及した

一般管理費
16億円 2.4%

業務外費用
50億円 7.3%

682億円
（うち、料金収入
は679億円）

営業中道路の
維持補修や
料金収受に
要した道路
管理費等

道路の建設に
投下した資金
（借入金）の返済

事業資産管理費
302億円 44.3%償還準備金繰入

314億円 46.0％

●毎年料金収入の約
半分は償還準備金
＝借金返済に充当
●償還期限を延ばせ
ば毎年償還に必要
な額は低くなるの
で、その分を料金
引き下げに充てる
ことが可能

有料道路
室長答弁

名古屋高速道路費用の内訳（２０２２年度）

出典 ： 名古屋高速道路公社IR説明資料 2023年11月より
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